
採用の条件

●高輝度面発光により培養時間の短縮
特殊インクの導光板の開発により、藻の培養
（光合成）に必要な照度10,000Lx以上をクリアー。

●コンパクデザインによる省スペース化
両面発光パネルを平面ではなく垂直に立てることで、
平面に比べ倍の収穫が可能になりました。

●エネルギー効率の向上
導光板のエッジ（端）から入光にすることで、
わずかな消費電力で均一発光が可能。
全面を効率よく培養することが可能です。

薄型 高輝度両面発光LEDパネルによる藻類培養装置

スプーンですくえ
るほどの藻体が
増殖しております。
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月面で食用藻（スピルリナ）の栽培

藻は、タンパク質やビタミンなど豊富な栄養価を含みます。
高い生産性からコンパクトかつ省資源での栽培が可能です。
また、二酸化炭素を吸収して酸素を生産する特性もあります。

これらの藻の特性を活かして
食用藻（スピルリナ）を用いた省資源で高生産性・省スペース化が
可能なタンパク質生産システムの研究開発に参加しています。
月面長期滞在時のタンパク質生産システムとしての活用及び、
地球上のタンパク質供給量の増大へ寄与することを目的としています。

藻の中でもスピルリナは、タンパク質生産効率の高さ、
栽培時の省資源性共に特に優れています。
スピルリナは、35億年前に誕生した藻の一種で60種類以上
の豊富な栄養素を持ち、貴重な栄養源として食されています。

食用藻（スピルリナ）


